
参考―３ 道路交通事故交通統計２４時間死者，３０日以内死者及び３０日死
者の状況の比較

警察庁では，交通事故発生から２４時間以内に死

亡した者（２４時間死者）の数について昭和２１年か

ら集計しているが，交通事故発生から２４時間を経

過して死亡する者の実態を把握する必要性と正確

に国際比較ができる統計の必要性から，平成５年

より，２４時間死者に，交通事故発生から２４時間経

過後３０日以内に死亡した者を加えた「３０日以内死

者」の集計を行っている。

これまで，平成５年から１３年までの９年間の３０

日以内死者に関するデータの蓄積ができたことか

ら，２４時間死者と３０日以内死者の間の相違をみる

ために，警察庁資料により比較を試みた。

１ 時系列でみたデータの推移の比較

（１）２４時間死者数と３０日以内死者数の比較

２４時間死者数と３０日以内死者数は，平成５年以

降いずれも減少傾向を示しているが，両者の差

は，５年が２，３２７人で最も多く，１３年では１，３１３人

となっており，その差は一貫して減少している

（第１表）。

（２）年齢層別死者数が死者数全体に占める構成

率の推移

３０日以内死者数と２４時間死者数を年齢層別に分

類して，各年齢層の死者数が死者数全体に占める

構成率をみると，いずれの年においても，６５歳以

上の高齢者（以下，参考３において「高齢者」と

いう。）では，３０日以内死者の構成率が２４時間死

者の構成率を上回っており，１６歳から２４歳までの

若者（以下，参考３において「若者」という。）

では，２４時間死者の構成率が３０日以内死者の構成

率を上回っている。また，平成５年から１３年の間

の推移をみると，いずれの年齢層においても，２４

時間死者と３０日以内死者でほぼ同様の傾向で推移

している。すなわち，高齢者では２４時間死者と３０

日以内死者のいずれの場合も構成率は増加傾向を

示し，若者ではいずれの場合も構成率は減少傾向

を示し，他の年齢層ではいずれの場合も構成率は

ほぼ横ばいで推移している（第１図）。

２ ３０日死者の特徴（単年）

２４時間死者と３０日以内死者について，年齢層

別，状態別及び損傷主部位別の分析並びにそれら

の多重分析により比較を試みたところ，いずれの

場合も構成率については，２４時間死者のデータと

３０日以内死者のデータの差は数ポイントにも満た

ず，両者の間に大きな相違はみられなかった。

しかしながら，３０日死者（交通事故発生から２４

時間経過後３０日以内に交通事故が原因で死亡した

人）と２４時間死者のデータを比較すると，事故の

形態や被害者の状況によって交通事故死者の死亡

時の交通事故発生後の経過時間が異なることを反

映した差異が，３０日以内死者と２４時間死者のデー

タの比較の場合よりも明確にみられる。平成１３年

のデータについての，２４時間死者と３０日死者との

第１表 ２４時間死者と３０日以内死者の推移

平成５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 １２年 １３年

２４時間死者（A） １０，９４２ １０，６４９ １０，６７９ ９，９４２ ９，６４０ ９，２１１ ９，００６ ９，０６６ ８，７４７

３０日以内死者（B） １３，２６９ １２，７６８ １２，６７０ １１，６７４ １１，２５４ １０，８０５ １０，３７２ １０，４０３ １０，０６０

差 数 ２，３２７ ２，１１９ １，９９１ １，７３２ １，６１４ １，５９４ １，３６６ １，３３７ １，３１３

（B）／（A） １．２１ １．２０ １．１９ １．１７ １．１７ １．１７ １．１５ １．１５ １．１５

注 警察庁資料による。
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第２図　年齢層別死者数の構成率（平成13年）�

注　警察庁資料による。�

比較でみられる主な差異は次のとおりである。

� ３０日死者を年齢層別にみると，高齢者の構

成率が２４時間死者の場合より６．５ポイント高く

なっている。一方，若者の構成率は２４時間死者の

場合より２．４ポイント低くなっている（第２図）。

� ３０日死者を状態別にみた場合，自転車乗用

中と原動機付自転車乗車中の死者の構成率が２４時

間死者の場合の構成率よりそれぞれ１１．０ポイント

と５．３ポイント高くなっている。一方，自動車乗

車中の死者構成率は２４時間死者の場合の構成率よ

り１５．６ポイント低くなっている（第３図）。

さらに，３０日死者を年齢層別・状態別にみて

も，すべての年齢層で自転車乗用中の死者の構成

率が２４時間死者の場合の構成率より高くなってお

り，また，自動車乗車中の死者の構成率もすべて

の年齢層で２４時間死者の場合の構成率より低く

なっている（第２表）。

� ３０日死者を損傷主部位別にみると，頭部損

傷による死者の構成率が２４時間死者の場合の構成

率より２０．４ポイント高くなっている。一方，胸部

第１図 年齢層別死者数の割合の推移

注 警察庁資料による。
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損傷による死者の構成率は２４時間死者の場合の構

成率より１１．２ポイント低くなっている（第４図）。

第２表 年齢層別・状態別にみた２４時間死者数と３０日死者数の比較（平成１３年）

死亡時間・日

状 態

２４時間死者 ３０日 死 者
構成率の差

（ａ）－（ｂ）人
（ａ）構成率
（％）

人
（ｂ）構成率
（％）

１５歳以下

自動車乗車中
自動二輪車乗車中
原付自転車乗車中
自転車乗用中
歩 行 中
そ の 他

７６
６
２１
６０
１０７
０

２８．１
２．２
７．８
２２．２
３９．６
０．０

１２
１
５
２１
３４
０

１６．４
１．４
６．８
２８．８
４６．６
０．０

１１．７
０．９
０．９
－６．５
－６．９
０．０

小 計 ２７０ １００．０ ７３ １００．０ －

１６～２４歳

自動車乗車中
自動二輪車乗車中
原付自転車乗車中
自転車乗用中
歩 行 中
そ の 他

７６１
３３４
１９１
５６
５９
１

５４．３
２３．８
１３．６
４．０
４．２
０．１

７１
３８
４８
１４
７
０

３９．９
２１．３
２７．０
７．９
３．９
０．０

１４．４
２．５

－１３．３
－３．９
０．３
０．１

小 計 １，４０２ １００．０ １７８ １００．０ －

２５～６４歳

自動車乗車中
自動二輪車乗車中
原付自転車乗車中
自転車乗用中
歩 行 中
そ の 他

２，１２８
４００
２５７
２９１
７７３
１０

５５．１
１０．４
６．７
７．５
２０．０
０．３

１６９
４２
６５
１０１
１１５
１

３４．３
８．５
１３．２
２０．５
２３．３
０．２

２０．９
１．８
－６．５
－１２．９
－３．３
０．１

小 計 ３，８５９ １００．０ ４９３ １００．０ －

６５歳以上

自動車乗車中
自動二輪車乗車中
原付自転車乗車中
自転車乗用中
歩 行 中
そ の 他

７４６
７３
２８４
５８５
１，５１７
１１

２３．２
２．３
８．８
１８．２
４７．２
０．３

１００
２３
６４
１５７
２２３
２

１７．６
４．０
１１．２
２７．６
３９．２
０．４

５．６
－１．８
－２．４
－９．４
８．０
０．０

小 計 ３，２１６ １００．０ ５６９ １００．０ －

合 計

自動車乗車中
自動二輪車乗車中
原付自転車乗車中
自転車乗用中
歩 行 中
そ の 他

３，７１１
８１３
７５３
９９２
２，４５６
２２

４２．４
９．３
８．６
１１．３
２８．１
０．３

３５２
１０４
１８２
２９３
３７９
３

２６．８
７．９
１３．９
２２．３
２８．９
０．２

１５．６
１．４
－５．３
－１１．０
－０．８
０．０

小 計 ８，７４７ １００．０ １，３１３ １００．０ －

注 警察庁資料による。
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第４図　損傷主部位別死者数の構成率（平成13年）�

注　警察庁資料による。�

第３図　状態別死者数の構成率（平成13年）�

注　警察庁資料による。�
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